
１．科研費の概要

　全国の大学や研究機関においては、様々な研究活動が行われています。科研費（科学研究費補助金/学術研究助成基

金助成金）はこうした研究活動に必要な資金を研究者に助成する仕組みの一つで、人文学、社会科学から自然科学まで

の全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる独創的・先駆的な「学術研究」を対象としています。

　研究活動には、「研究者が比較的自由に行うもの」、「あらかじめ重点的に取り組む分野や目標を定めてプロジェクト

として行われるもの」、「具体的な製品開発に結びつけるためのもの」など、様々な形態があります。こうした全ての研

究活動のはじまりは、研究者の自由な発想に基づいて行われる「学術研究」にあります。科研費は全ての研究活動の基

盤となる「学術研究」を幅広く支えることにより、科学の発展の種をまき芽を育てる上で、大きな役割を有しています。

２．科研費の配分

　科研費は、研究者からの研究計画の申請に基づき、厳正な審査を経た上で採否が決定されます。このような研究費制

度は「競争的資金」と呼ばれています。科研費は、政府全体の競争的資金の５割強を占める我が国最大規模の競争的資

金制度です。

（平成30年度予算額2,286億円）

　科研費の審査は、科学研究費委員会で公平に行われます。研究に関する審査は、専門家である研究者相互で行うのが

最も適切であるとされており、こうした仕組みはピアレビューと呼ばれています。欧米の同様の研究費制度においても、

審査はピアレビューによって行われるのが一般的です。科研費の審査は、7,000人以上の審査委員が分担して行ってい

ます。

　平成30年度には、主な研究種目（※）において約10万４千件の新たな申請があり、このうち約２万６千件が採択さ

れました。何年間か継続する研究課題と含めて、約７万５千件の研究課題を支援しています。（平成30年11月現在）

（※）�主な研究種目：科学研究費助成事業の研究種目のうち、「特別推進研究」、「新学術領域研究（研究領域提案型）」

（計画研究及び公募研究）、「基盤研究」（特設分野研究を除く）、「挑戦的研究」（特設審査領域を除く）、「若手研

究」、「研究活動スタート支援」及び「国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ））」。

３．科研費の研究成果

■研究実績
　科研費で支援した研究課題やその研究実績の概要については、国立情報学研究所の科学研究費助成事業データベース

（KAKEN）（https://kaken.nii.ac.jp/）により、閲覧することができます。

� （参考）平成29年度検索回数　約6,980,000回

次ページ以降では、科研費による最近の研究成果の一部をご紹介します。
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